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 【令和８年２月２日】 

新宿山吹だよりは、保護者の皆さんにも読んでもらって下さい。  



  

 
知事と議論する会 参加報告 

定時制 情報科 押久保 誓志  
 

全校集会があった12月25日（木）、東京都庁にて「知事と議論する会」というイベントがあり、本校の生徒５名が参
加してきました。高校生が意見表明を行い、直接都知事と語り合うイベントとして、令和４年度から毎年開催されてい
るものです。今年度のテーマは、「ＡＩなどのデジタルで叶えたい『未来の東京』」ということで、情報科の生徒を中
心に参加者を募集しました。集まったメンバーで８月から提案を練り上げ応募したところ、見事に出演が決定し、本番
を迎えることとなりました。 
 当日は本校の他、渋谷教育学園渋谷高校、東京電機大学高校、東京学芸大学附属国際中等教育学校が参加し、計４チ
ームが都知事に対してプレゼンテーションを行いました。本校のチーム「東京お助け隊」は、「WeAR TOKYO」と名
付けた「行き先提案型スマートグラスシェアリングサービス」を提案しました。これは、ユーザーのお出かけ先として
AIが市町村のスポットとマッチングし、ARを活用して新しい観光体験を提供するというものです。トップバッターと
いうプレッシャーの中、都立代表として堂々とした発表ができ、都知事やゲストの方からもとても好意的なコメントを
いただきました。また、他校生徒とも積極的に交流でき、非常に良い雰囲気で大変充実した一日となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 当日の様子は約１年間公式サイト等で動画配信されます。イベントの様子や提案の詳細、そして参加メンバーの勇
姿をぜひご覧ください。以下はメンバーからのコメントです。⾧期間のプロジェクト、お疲れ様でした！ 
 

 

 
J21（１年目） 佐藤 映沙 

都知事と直接議論するという、貴重な経験ができて楽しか
ったです。東京お助け隊の一員として、この会に向けて活動
していた期間は、自分にとって本当に充実した時間でした。
活動のなかでは、チームメンバーの高い発想力やコミュニケ
ーション能力などを感じ、改めて山吹生はすごいなと思いま
した。また、当日は他校のアイデアから多くの刺激を受け、
東京についての思いや、情報技術に対する関心がさらに高ま
りました。 
 
J21（１年目） 相馬 立汰 

チーム発足当初はほとんど関わりのなかったメンバーばか
りで、正直不安でした。準備を進める中でアイデアを出し合
い、それらをどう組み合わせてよりよい形にしていくかを全
員で話し合いながら取り組みました。意見を交わしていく中
でお互い信頼関係を築くことができ、その積み重ねで当日は
自信を持って都知事へのプレゼンを行うことができました。
この活動を通して貴重な経験ができ、とても学びのある時間
だったと感じています。 
 
通信制（２年目） 杉本 拓哉 

今回私は「AI×未来の東京」というテーマで自由な構想を
発表する経験をしました。これまで実現可能性や検証を重視
した活動が中心だった私には、想像力で理想を描くことがと
ても新鮮でした。台本作成では、提案に含まれる多くの要素
を整理し、一貫した流れを作ることに苦労しましたが、当日
は小池知事の前で直接発表して講評を頂くという貴重な機会
に恵まれました。他校の生徒との交流も楽しめ、大変充実し
た時間となりました。 

 
J25（３年目） 藤井 彩寧 

このような機会を頂けたのはチームの皆がすごく素敵で積
極的なメンバーだからだと思っています。坂下さんがチーム
全体を上手くまとめてくれて、杉本くんは色んな角度からよ
り良くするための意見を出してくれて、佐藤さんはロゴの考
案や質問の応答などチームのフォローがすごく上手で、相馬
くんは今回のテーマの発案者だからこその熱量と技術がとて
も凄かったです。そして押久保先生にプレゼンを沢山褒めて
もらえたので自分たちの自信に繋がりました。改めてこのよ
うな貴重な体験をありがとうございました！ 
 
J26（３年目） 坂下 李  々
 準備期間中は各々忙しい合間を縫って、何度もアイデアを
練りました。当日は慣れない場所に緊張しつつ、皆で上手く
意思疎通を図りながら精一杯やり遂げたと思います。他校の
皆さんとの交流を通して、改めてデジタルの可能性や振り幅
の広さを感じましたし、自分の情報分野に対する関心がより
高まったなと思います。貴重な機会を提供して下さり、本当
にありがとうございました！ 
 
＜令和７年度「知事と議論する会」Webページ＞ 

https://www.metro.tokyo.lg.jp/governor/forum/202512 
 
＜イベント動画リンク＞ 
 https://tokyodouga.metro.tokyo.lg.jp/ 

alnnpicgmbe.html 
 
 

  


